
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自分ってどんな人？ ～「ぼくのニセモノをつくるには」から～ 

校長 西 條 直 志 

 

 厳しい残暑が続いていましたが、９月に入ると日ごとに涼しさが増し、ようやく秋らしくなってきました。

そんな気温差も感じさせない元気さで、子どもたちは毎日の学校生活を頑張っています。本日３０日には、前

期の通知表を配付いたしました。ぜひ◎や○の数だけではなく、対話を通してお子さんなりの頑張りを認め、

褒めてあげてください。後期に向けて「よし、また頑張ろう！」と思えるような、そんなお声掛けをしていた

だけると大変ありがたく思います。 

９月４日（木）の全校朝会では、ヨシタケシンスケさんの絵本「ぼ

くのニセモノをつくるには」を紹介しました。主人公のけんたくんが、

面倒なことを代わりにやってくれる自分のニセモノロボットを作ろう

とします。でも、ロボットがそっくりになるためには、けんたくんの

ことをよく知らないといけません。そこでけんたくんは、ロボットに

説明するために、自分の好きなこと・嫌いなこと・できること・でき

ないことなどを考えながら、本当の自分は何かと深く考えていくとい

うお話です。「自分自身を見つめ直す」という難しい哲学的なテーマでもありますが、もっと簡単に自分のこ

とをちょっと客観的に見てみようということです。お話の途中で子どもたちにも、自分の好きな物や嫌いな物、

うれしくなる時や苦手なこと、周りの人にはどう思われて

いるかなどを考えて、近くの人と話し合ってもらいました。

「ゲームが好き」「虫が苦手」などの意見があり、改めて

自分のことを振り返っていました。 

長い 2学期は、「自分のことをよく知る」チャンスでも

あります。自分の得意なことや苦手なことを理解して、得

意なことを更に伸ばしたり、苦手なことを少しでも克服し

たりすることは自分の成長につながるはずです。そして、

同じように友達のことも理解することができれば、より

友達と仲良くなれるよと話しました。「自己理解」は自

信や安心感につながり、「他者理解」は思いやりや協力

する心が育まれます。より良い友達関係を自らつくりだ

していける、そんな緑っ子が育っていく姿を、これから

も教職員一同、見守っていきたいと思います。 

１０月１８日（土）は、本校の学芸会です。現在各学年が劇やダンス、器楽演奏や合唱などの練習に取り組

み始めています。この練習の過程では、子どもたちは悩んだり苦労したり、または友達と衝突したりすること

もあるでしょう。でも、そんな経験がまた一つも二つも子どもたちを成長させてくれるはずです。先日ある子

が提出してくれた「緑小キラリ（友達編）」には、「○○さんが、ダンスが苦手でもグループで一生懸命やっ

てくれてうれしかったです！」と書かれていました。苦手なことに挑戦した子も立派ですし、そのことを当た

り前と思わずに、きちんと認めてくれた子もとても立派だと思い、胸が熱くなりました。コロナ禍を経て縮小

傾向にある様々な学校行事ですが、そんないろいろなドラマのある学芸会の教育的な意義は大きいと考えてい

ます。本番でのステージ上の子どもたちの輝きをぜひご覧いただきたく、多数の保護者・地域の皆様方のご来

校を心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校スローガン 

「自分で考え 決めて チャレンジ！ みんなでつくる 明日の緑小！」 

 １日(水) 学芸会特別時間割スタート 

３日(金) ３年校外学習(加藤水産) 

 ８日(水) 第２回学校運営協議会 

１８日(土) 学芸会(一般公開日) 

２０日(月) 振替休業日 

２１日(火) 児童会活動 

２２日(水) 視力検査(１～３年) 

２３日(木) 視力検査(４～６年) 

      市教研一斉研のため午前４時間授業 

      家庭教育学級運営委員会 

２７日(月) 就学時発達検査(１･２年午前授業) 

２８日(火) 児童総会 

３１日(金) 家庭教育学級「夜のｳｫｰｸﾗﾘｰ」 

家庭教育学級～夜のウォークラリー～ ※案内文書は９／２５に配付済みです 

１０月３１日（金）１８：３０受付 １９：００開始 

★ヒントカードを頼りに、暗い夜の校舎を歩いて謎を解きます！ 

申し込み〆切 

→１０/１０（金） 

※申込用紙に必要事

項を記入し、代金を

添えて担任まで 

◆ランランウィーク◆ 
９月上旬の爽やかな秋晴れの中、業間休みをつかってグラウンドを 

走りました。子どもたちも先生も自分のペースを考えながら、無理な 

く、気持ちよく走り、体力アップを目指しました。「６年生と１年生が 

手をつないで」「友達同士で声を掛け合いながら」「目標達成に向けて 

一人で」など、走り方は様々ですが、終わった後はみんな笑顔に！ 

 次回は１１月。みんなで〝なわとび〟を楽しみます。 

◇２年校外学習「町たんけん」より◇ 
 生活科の学習で自分の住む町にあるお店などを調べ

ています。少人数のグループに分かれてお店や施設を

訪問し、働く人々の工夫に気付いたり、普段は目にす

ることがない場所を見せてもらったり、お仕事体験を

させてもらったり、グループごとに新しい発見があっ

たようです。今回は、ローソン、のんのん、ネッツト

ヨタ留萌店、市立図書館を訪問しました。 

 地域にあるお店や施設は、学習するには絶好の場所。

そこで働く人々と実際に関わることで子どもたちの社

会性が広がっています。 

今後も地域にある人的・ 

物的資源をフル活用し 

て、子どもたちの学び 

を豊かなものにしてい 

きたいと考えています。 

■市立図書館で書庫を探検しました。 


